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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域

対象鳥獣 
イノシシ、シカ、カラス、アライグマ、ヌートリア

カワウ

計画期間 令和２年度～令和４年度 

対象地域 兵庫県加東市 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針

（１）被害の現状（平成３０年度）

鳥獣の種類 
被 害 の 現 状 

品    目 被 害 数 値  

イ ノ シ シ 水稲 野菜類 果樹
５，５９１，０００円

４．４２ha 

シ カ 果樹
   ２３２，０００円

      ０．０５ha 

カ ラ ス 水稲（苗）
   ４４１，０００円

      ０．３６ha 

アライグマ 水稲（苗） 野菜類 果樹
   ５８７，０００円

      ０．２０ha 

ヌートリア 野菜類 水稲（苗）
    １２，０００円

      ０．０１ha

（２）被害の傾向

イ ノ シ シ

被害は年間を通して発生しており、水稲、野菜類、果樹

の食害がある。また、ミミズや草木の球根などを求めて圃

場の畦畔・水路を掘り崩し、ゴルフ場の芝を掘り返す等様

々な被害をもたらしている。

シ カ

近年、目撃情報が増加しており、果樹の食害がある。ま

た、自動車との衝突による交通事故が発生している。今後、

田植え直後の水稲苗に対する食害が懸念される。

カ ラ ス

直播で蒔いた籾種の食害がある。また、ゴミステーショ

ンの可燃ゴミを荒らすほか、自動車販売店で野外に展示し

てある商品を傷つける被害が発生している｡

アライグマ

田、畑やハウス等に侵入し、水稲苗、野菜類、果樹の食

害がある。また、家屋に侵入して糞尿をするなど、１年を

通して被害が発生している。

ヌートリア

水辺や水路付近の水稲苗の食害がある。また、池の堤防

に巣穴をあける被害が発生しているが、近年、被害は減少

傾向にある。



（３）被害の軽減目標       

指 標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和４年度） 

① イノシシ

被害額及び被害面積

５，５９１，０００円 

     ４．４２ha 

３，９１３，７００円

     ３．０９ha 

② シカ 

被害額及び被害面積 

  ２３２，０００円 

０．０５ha 

  １６２，４００円 

０．０４ha 

③ カラス 

被害額及び被害面積

  ４４１，０００円 

     ０．３６ha 

３０８，７００円 

     ０．２５ha 

④ アライグマ

 被害額及び被害面積 

  ５８７，０００円 

     ０．２０ha 

  ４１０，９００円 

     ０．１４ha 

⑤ ヌートリア

 被害額及び被害面積 

   １２，０００円 

     ０．０１ha 

    ８，４００円 

     ０．０１ha 

（４）従来講じてきた被害防止対策

 従来講じてきた被害防止対策 課 題 

捕獲等

に関す

る取組 

【捕獲体制の整備】

（一社）兵庫県猟友会加東支部と委託契約し、

猟友会による捕獲班が有害鳥獣捕獲・傷病野生

鳥獣緊急処理を実施している。

加東市アライグマ・ヌートリア防除実施計画に

基づき、特定外来生物捕獲活動を実施している。

【捕獲体制の整備】

地区からの要望

に対して、早急な捕

獲活動の実施 

防護柵

の設置

等に関

する取

組 

【侵入防止柵の設置・管理体制】 

直近３か年の累計設置延長 

【鳥獣の習性・被害防止技術等の普及】

 市民からの相談の際にアドバイスを実施して

いる。また、鳥獣対策セミナーを実施し、市民

向けに啓発活動を行う。 

【侵入防止柵の設

置・管理体制】 

地区による防護

柵等の点検補修や

維持管理の徹底 

（単位：m）

金網柵 ワイヤーメッシュ柵 電気柵

平成２８年度 15,817 2,825 20,982

平成２９年度 30,617 7,952 24,072

平成３０年度 35,879 9,386 46,891



（５）今後の取組方針

『地域ぐるみで取り組む集落柵整備と加害個体の集中捕獲』 

農作物に被害を与える加害個体を効率的に捕獲するために、捕獲場を限定し、

耕作地への侵入を防ぐことを目的として、地域による侵入防止柵の設置を支援

する。 

【捕獲体制の強化】 

 捕獲要望等に対し、加東市鳥獣被害対策実施隊による早急な現場調査を実施

し、速やかに捕獲実施者へと繋ぐ体制を整備する。また、ＩＣＴ等を活用し、

見回り・捕獲の効率化を図る。

【侵入防止柵の設置・管理体制】

 県・市・地区が連携して、国庫補助事業、県単独事業及び市単独事業を活用

し、加害鳥獣の獣種によって効果的な柵を設置する。

【鳥獣の習性・被害防止技術等の普及】

 加東市鳥獣被害対策実施隊によって経常的な啓発を実施し、兵庫県森林動物

研究センターとの連携による鳥獣対策セミナーを継続的に実施することで、市

民の獣害に対する知識の向上を図る。

【緩衝帯の設置】

 県・市・地区が連携して、国庫補助事業、県単独事業及び緑税事業を活用し、

侵入防止柵との一体整備を含めたバッファーゾーン整備等を行う。 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項

（１）対象鳥獣の捕獲体制

 イノシシ・シカ・カラスの捕獲は、「加東市鳥獣の捕獲等及び鳥獣の卵の採

取等の許可等に関する規則」で定める有害鳥獣捕獲許可の対象者に委託して実

施する。 

 アライグマ・ヌートリアの捕獲は、「加東市アライグマ・ヌートリア防除実

施計画」に基づき実施するものとし、地域住民等と協力し、効果的に捕獲・防

除を行う。 

（２）その他捕獲に関する取組

年 度 対象鳥獣 取 組 内 容 

令和 

２～４ 

イノシシ・シ

カ・カラス・

アライグマ

・ヌートリア

 実施隊（市職員）による防除の推進、有害鳥獣を捕

獲する担い手の育成・確保等については、狩猟免許修

得にかかる支援を行う。

（３）対象鳥獣の捕獲計画

 捕獲計画数等の設定の考え方 

【イノシシ】 

兵庫県が作成する「第２期イノシシ管理計画」において、イノシシは個体数

変動が激しい動物であり、増加率の推定も適切な野外調査方法がなく生息数の

推定は誤差が大きいことから、推定生息数は参考に留めることとし、長期的な



年間捕獲目標は設定しないとされている。よって、本市では、平成２８年から

平成３０年までの平均捕獲数２８頭及び今後の捕獲体制の強化を考慮し、捕獲

計画数を設定する。 

【シ  カ】 

兵庫県が作成する「第２期ニホンジカ管理計画」において、平成３１年度の

県の目標捕獲数は４６，０００頭と設定されている。目撃効率と森林面積をも

とに市町の捕獲目標数が定められており、本市の捕獲目標数は狩猟によるもの

を含み４３頭となっている。現状、市内で捕獲実績はほとんどないが、目撃情

報の増加を考慮し、捕獲計画数を設定する。 

【カ ラ ス】 

捕獲数は年度により違いがあるが、群れが確認されている地域があり、今後

も捕獲を継続する必要があることから、前計画と同数を捕獲計画数として設定

する。 

【アライグマ】 

特定外来生物に位置付けられているアライグマは県の方針としても根絶を求

められているため、可能な限り捕獲する。 

【ヌートリア】 

ヌートリアについてもアライグマと同様に特定外来生物に位置付けられてお

り、可能な限り捕獲する。 

対象鳥獣 
     捕 獲 計 画 数 等          （頭羽）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 

イノシシ ４０ ４０ ４０

シカ ３０ ３０ ３０

カラス ５０ ５０ ５０

アライグマ 可能な限り捕獲 可能な限り捕獲 可能な限り捕獲

ヌートリア 可能な限り捕獲 可能な限り捕獲 可能な限り捕獲

 捕 獲 等 の 取 組 内 容

【イノシシ・シカ】  

『地域ぐるみで取り組む集落柵整備と加害個体の集中捕獲』の方針に基づき、

侵入防止柵の設置により捕獲場を限定し、捕獲檻を効果的に設置して捕獲する。

【カラス】  

地元要望に応じて、銃器を使用して捕獲する。 

【アライグマ・ヌートリア】 

 「加東市アライグマ・ヌートリア防除実施計画」に基づき、箱わなを使用し

て捕獲する。 



（４）許可権限委譲事項

対象地域 対 象 鳥 獣 

４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項

（１）侵入防護柵の整備計画

対象鳥獣 整 備 内 容 

  令和２年度   令和３年度   令和４年度 

イノシシ 

シカ 

侵入防止柵 

Ｌ＝５，９００m 

侵入防止柵 

Ｌ＝５，４００m 

侵入防止柵 

Ｌ＝５，４００m 

（２）その他被害防止に関する取組

年度 対象鳥獣 取 組 内 容

令和 

２～４

イノシシ 

シカ

ア 専門業者による効果的な侵入防止柵の設置指導 

イ イノシシ侵入防止柵からシカ侵入防止柵への嵩上げに

よる機能向上 

ウ 侵入防止柵との一体整備を含めたバッファ―ゾーン整

備 

エ 電気柵等の効果的な設置方法及び安全対策等の普及啓

発・指導 

オ 兵庫県森林動物研究センターとの連携による対象鳥獣

の生息動向等の情報収集 

カ 対象鳥獣を引き寄せない集落づくりの指導（誘因物の

除去等） 

アライグ

マ・ヌー

トリア 

キ 電気柵等の効果的な設置方法及び安全対策等の普及啓

発・指導 

ク 光、音、匂いによる追払い等の技術指導 

ケ 箱わなの適正な管理 

コ 対象鳥獣を引き寄せない集落づくりの指導（誘因物の

除去等） 

５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項

（１）関係機関等の役割

関係機関等の名称 役  割

加東市 鳥獣の監視、住民の避難誘導補佐

（一社）兵庫県猟友会加東支部 鳥獣の捕獲

加東警察 住民の避難誘導・勧告、交通整理



（２）緊急時の連絡体制

６．被害防止施策の実施体制に関する事項

（１）被害防止対策協議会に関する事項

被害防止対策協議会の名称  加東市有害鳥獣対策協議会 

構成機関の名称 役  割 

 加東市連合農会長会 防除方針の検討、被害状況の把握

加東市農業委員会 防除方針の検討、被害状況の把握 

 （一社）兵庫県猟友会加東支部 被害状況の把握、助言及び捕獲

 みのり農業協同組合 有識者による助言及び助成、被害状況

の把握 

加東市 被害状況の把握、指導及び助成、後継

者の育成 

 加東農林振興事務所 

（森林動物指導員） 

森林動物指導員等による生息地（森林）

管理手法の検討・支援及び助成 

 加西農業改良普及センター 有識者による助言及び指導 

（２）関係機関に関する事項

関係機関の名称 役  割 

 森林動物研究センター 有識者による助言及び指導 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項

市職員による実施隊を編成し、鳥獣による被害を防止する。

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項

 広域的な侵入防止柵の設置については、兵庫県を中心に各市町と連携を

図る。ツキノワグマ対応等について、近隣市町で協力体制を構築し情報共

有・資材の貸借による連携を図る。

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

【イノシシ・シカ】 

埋設または処理施設で焼却処分を基本とするが、捕獲された個体について

有効活用を推進する。 

【アライグマ・ヌートリア】 

炭酸ガスにより安楽死させ、ゴミ処理施設において焼却処分とする。 

加東市

加東警察

猟友会通報者



８．捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等その有効な利用に関する事項 

９．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

県事業である鳥獣対策サポーター派遣支援事業を活用していく。 

県事業である獣害ベルト緊急整備事業を活用していく。 


